
基本政策：富士見市のファンが増え、賑わいが生まれる

現状値 R3 R4 R5 R6 目標値

82.5%（R2） 84.9%（R3) 85.0％（R4) 86.5％（R5) 89.5％（R6） 90.0％（R7）

ＫＰＩ
現状値

H30
R3 R4 R5 R6

目標値

R7

77.4% 80.5% ʷ ʷ 79.9% 83.1%

ＫＳＦ 評価
現状値

ʷ
R3 R4 R5 R6

目標値

R7

ʷ ʷ 21 14 4 1件以上

評価

①
3

概ね順調

B

概ね順調

具体的な取組 R６ 取組実績・成果 問題点・課題 今後の取り組む方向

桜のオーナー制度で植樹した

桜のPR及び維持管理を行う

開花状況について、ホームページ、PRサイト、

Instagramを活用し、定期的にＰＲをした。

開花時期が植樹位置に

よってバラつきがあるた

め、職員が日々現地確認

を行う必要がある。

引き続き、河津桜の開花

時期には生育状況を注視

するとともに、開花状況

を細やかに発信してい

く。

令和６年度

インナープロモーションにより、 

市民の愛着を醸成

「住み続けたい」と思えるまちづく

りを進めるとともに、地域資源の活

用による情報発信やイベント等を通

じて愛着の醸成を図る

取組 取組の概要 新たな資源の創出件数

市のイメージ

アップ

ふわっぴーやＰＲ大使、公園や湧水などの

地域資源、新たな資源の発掘により、市の

イメージ向上を図る

令和６年度　インナープロモーション

５年後の目指す姿 数値目標

「市民の市への愛着が深まる」
「市に愛着を持っている人」の

割合（ｗｅｂアンケート）

基本施策 基本施策の概要 「住み続けたい」と回答した割合（市民意識調査）
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②
3

概ね順調

③
3

概ね順調

湧水、公園、コスモス街道な

どの地域資源を活用する

水谷小学校区まちづくり協議会が主催となり、

植栽を実施。また、本郷中学校の生徒にもボラ

ンティアを募り草刈りを実施。

猛暑により雑草の伸びが

著しく、またコスモスの

開花が不良であった。

中学生を含めた地域ボラ

ンティアを募り、コスモ

ス街道の手入れを強化す

る。

フィルム・コミッション富士

見を推進する

テレビドラマ等の撮影地として17件の撮影が実

施された。フィルム・コミッション富士見への

問い合わせについては、42件であった。

日本テレビ「ＴＨＥ 突破ファイル」、ＴＢＳ

テレビ「アンチヒーロー」、フジテレビ「秘

密」・「ビリオン×スクール」、テレビ東京

「シナぷしゅ」など

動画配信サービスの多様

化やドローンを使用した

撮影など、相談内容が多

様化している。

各施設との撮影条件を一

覧化した。

また、市内の撮影用ハウ

ススタジオの運営事業者

へ上記のリストを共有

し、事務負担の軽減を行

う。
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④
3

概ね順調

富士見市地域活性化研究会と

の連携を図る

ココシル☆ふじみのトップページリニューアル

及び掲載内容の見直しを実施し前年度との同時

期の平均閲覧数が比較すると閲覧数が5,345だっ

たのに比較し、リニューアル後は6,011に上昇し

た。また、活発な意見交換の場を設けるため、

意見交換会の実施及び会の活動の方向性につい

て協議を行った。

シティプロモーション戦

略に基づく活動内容の見

直しが必要である。

会員の高齢化、活動の固

定化。

意見交換会の実施など、

会員以外にも会議参画い

ただく機会を用意するな

ど、会の活動を知っても

らう機会の創出や新たな

事業の実施についても検

討を進める。
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⑤
3

概ね順調

ＫＳＦ 評価
現状値

H30
R3 R4 R5 R6

目標値

R7

53.0% 62.3% 56.3% 67.0% 65.30% 60.0%

評価

①
4

順調に進捗

具体的な取組 R６ 取組実績・成果 問題点・課題 今後の取り組む方向

ふわっぴーによる情報発信に

取り組む

ふわっぴーのイラストを18個作成し、ホーム

ページなどで周知を図った。

ららぽーと富士見でのグリーティングを４回開

催したほか、若葉祭（女子栄養大学）や東京ソ

ラマチでのイベントに参加し、市のPRを行っ

た。

着ぐるみの活用促進のた

めの管理・維持及びイベ

ント実施時の人手の確保

が必要。

活用回数を増加させるた

め、可能な限り修繕等と

重複しないよう調整を行

う。

また、イベント開催にあ

たっては、引き続き、Ｐ

Ｒサポーター登録の促進

も含め庁内の協力を依頼

する。

取組 取組の概要 市ホームページの満足度（H30市民意識調査・R3~アンケートモニター）

情報発信の充実
広報富士見やホームページ、ＳＮＳ等によ

る情報発信、ＰＲ大使やふわっぴーによる

情報発信に取組む

A

順調に進捗

新たな資源の創出を図る

水子貝塚公園開園３０周年記念事業「縄文フェ

スタ」ではＰＲ大使である倉本康子さんに出演

いただき、過去に開催したＦＵＪＩＭＩクラフ

トビアフェスタを本イベントでも一部縮小して

開催するなど、他部局との連携を図り、市の魅

力発信に努めた。

新しい資源の創出には時

間がかかるため、地域や

庁内の連携をより強化す

る必要がある。

富士見市シティプロモー

ション戦略の第２期期間

に突入していくことか

ら、新しい資源の創出に

ついては整理を行い、年

度ごとに達成度合いを図

りやすい指標に見直しを

行う。
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②
4

順調に進捗

③
4

順調に進捗

④
3

概ね順調

プロモーション動画の積極的

な活用を行う

鶴瀬駅東口駅前広場総合案内板のデジタルサイ

ネージ、市役所1階市民ホールでの放映に加え、

Instagramでパーク編、グルメ編vol.2、大人時

間編を投稿した。

動画作成から年数が経過

することで、情報の見直

しや更新が必要である。

新たな動画作成について

の検討及び既存の動画の

無償で放映が可能な場所

の検討を行う。

「伝わる」情報発信となるよ

う、スキルアップに取組む

令和6年10月に「ポスター・チラシ作成のガイ

ドライン職員研修」を実施（受講者39人）、11

月に「シティプロモーション戦略アドバイザー

研修」を実施（受講者34人）、令和7年1月に

「シティプロモーション戦略アドバイザー研

修」を実施（受講者56人）、3月に「所属⾧ア

ンケート」を実施した。

各研修の受講者及び所属

⾧アンケート内容を踏ま

え研修内容のさらなる向

上を目指す。

第２期戦略推進時に円滑

に研修が実施できるよ

う、研修内容等について

再検討していく。

SNS（Ｘ、LINE等）を活用し

た情報発信を積極的に行う

市内で開催されるイベントの情報や花の開花情

報や見どころについて、74件の投稿を行った。

また、フィード投稿に加え、リール動画やス

トーリーズの投稿などを実施し、情報発信の強

化を図った。

動画やストーリーズの活

用や、効率的に情報発信

するための職員のスキル

アップや庁内連携につい

ての検討が必要。

動画作成に関する外部研

修の受講を検討するな

ど、職員のスキルアップ

と投稿内容の充実を図っ

ていく。
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⑤
3

概ね順調

富士見市ＰＲ大使を活用した

情報発信を行う

富士見市PR大使には、11月23日に開催された

「いい富士見の日」をはじめ多くのイベントに

参加いただけた。

富士見市PR大使が表紙を飾るPR冊子を一部リ

ニューアルし、増刷した。
関係各所との連携及びイ

ベント開催に関する周

知。

広報紙、ホームページの

ほか、ＳＮＳ等を活用し

た周知を図っていく。ま

た、イベントのコンテン

ツを充実させ、多くの方

に来訪いただけるよう引

き続き検討していく。
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ＫＳＦ 評価
現状値

ʷ
R3 R4 R5 R6

目標値

R7

ʷ ʷ ʷ 3 6 維持・充実

評価

①
4

順調に進捗

具体的な取組 R６ 取組実績・成果 問題点・課題 今後の取り組む方向

富士見市PR大使の各種イベン

ト等への参加協力など活用す

る

「いい富士見の日」はじめ、熱中症予防普及啓

発動画への出演やふるさと祭り等にご協力いた

だいた。（延べ8回）

市のイメージアップを図

るため、他課にもPR大使

の活用いしていただくよ

うアプローチが必要。

庁内にＰＲ大使の活動に

ついて照会を図り、改め

て活用について周知を実

施する。

取組 取組の概要 各種イベントの実施

イベント等の

充実

地域の賑わいやふるさと富士見への愛着を

醸成するため、各種イベントを開催する

A

順調に進捗
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②
3

概ね順調

ららぽーと富士見等と連携し

たイベントを開催する

ららぽーと富士見での「ふわっぴーグリーティ

ング」（全４回）を開催し、延べ1,112名の参加

があった。

なお、２月２３日実施分では、ふわっぴーの誕

生日イベントとして、約100名の参加者にメッ

セージカードを作成してもらい、SNS等で発信

した。

写真撮影会実施時以外の

ブースへの来場者数が少

ないため、物販以外に

ペーパークラフトやクイ

ズ等を実施したが、大幅

な来場者数増とは至らな

かった。

引き続き、写真撮影会以

外の来場促進策を検討

し、参加者の増加に努

め、市の魅力発信につな

げていく。
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ＫＳＦ ブランドの育成・創出件数 評価
現状値

R1
R3 R4 R5 R6

目標値

R7

5件 5件 5件 5件 5件 10件

評価

①
３

概ね順調

ＫＳＦ 評価
現状値

R1
R3 R4 R5 R6

目標値

R7
会議開催

4回

会議開催

0回

会議開催

2回

会議開催

2回
研修開催

0回

研修開催

4回

研修開催

4回

研修開催

6回
評価

①
２

やや遅れ

シティプロモーション戦略を

策定し、全庁的な推進を図る

地域ブランド及びロゴ作成に関する検討に時間

を要したため、対面での開催ができず、書面開

催（２回）となった。

第２期戦略策定に向けた

全庁的な活発な意見の交

換。

令和８年度を始期とする

第2期に向け、方向性や具

体的な取組の検討。

推進体制の充実
全庁的にシティプロモーションを推進して

いくため、庁内委員会等を開催するととも

に、職員研修を行う

Ｂ

概ね順調

具体的な取組 R６ 取組実績・成果 問題点・課題 今後の取り組む方向

地域ブランド等の整理及び検

討を行う

地域ブランドについて整理検討した結果、狭義

のブランドについては取り組まず、まちのイ

メージである広義のブランドについて検討を進

めることとなった。

視覚的にわかりやすいま

ちのイメージによる情報

発信による他自治体との

差別化ができていない。

広義のブランド（まちの

イメージ）及びロゴマー

クの作成の検討。

取組 取組の概要 庁内連携の充実

ʷ ʷ

富士見ブランド

の推進

物産品だけではない様々な地域資源の発掘

と育成により、新たな活力の創出に取組む

B

概ね順調

具体的な取組 R６ 取組実績・成果 問題点・課題 今後の取り組む方向

取組 取組の概要
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②
3

概ね順調

③
4

順調に進捗

職員への研修を実施し啓発を

促す

・新入職員研修：令和6年4月2日（受講者26

人）

・ポスター・チラシ作成のガイドライン職員研

修：令和6年10月22日（受講者39人）

・シティプロモーション戦略アドバイザー研

修：11月6日、7日（受講者34人）

・シティプロモーション職員研修：令和7年1月

30日、31日（受講者56人）

アンケート内容を踏まえ

研修内容のブラッシュ

アップが必要。

第２期戦略推進時に円滑

に研修実施できるよう、

研修内容等について再検

討していく。

シティプロモーション戦略ア

ドバイザーの活用

６月、１０月、１月に開催（３回）。富士見ブ

ランドを広義と狭義に分類・検討し、広義のブ

ランド＝地域ブランドに取り組むことを提案。

また、ロゴマーク作成に向けた検討。

地域ブランド・ロゴマー

クの他、第２期戦略策定

に向けた検討が必要。

各課題解決に向け、より

多くのアドバイスをいた

だけるよう会議を運営し

ていく。
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